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福徳平価住宅における高齢居住者の居住実態と住意識に関する研究
その１　居住者意識からみた住宅環境の問題点およびその検討
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【 目 的 】1920 年 代 以 後 ， 台 湾 の 公 立 の 高 齢 者 居 住 施 設 は 救 済 的 なｲﾒｰ ｼﾞ を 保 有 し て き た ．

現 在 台 湾 の 高 齢 化（8. 5% ）は 急 速 に 進 ん で お り ，公 立 の 高 齢 者 居 住 施 設 は 高 齢 化 へ の 対 応 を

早 急 に 図 る こ と が 重 要 で あ る ．そ こ で ， 本 研 究 は 居 住 者 の 居 住 実 態 と 住 意 識 に 着 目 し ， 施
.__　　　～　.－･k　■--ﾐ　ｰ　 ．- -● ﾐﾐ■●j ･.●●･■　　－　■　－.._.●S.－　　ミ　ミ　　ミー ー　－ける居住空間および生活支援機能の向上を目指すことを目的とする．その１では，

の居住空間に対する意識と評価から，空間的な問題点を把握し，施設の空間改善と
ひいては，居住水準の向上に資することが目的である．
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を実施し

居 住者に対し，居住実態と住 意識に

【結果】居住者 の居住空間に対する1

き る．住戸空 間について，①設備空|

また，平面計画 において，浴室と台j
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a5」と「福徳平価住宅のｽﾀｯﾌ」に聞き取り調査

実態を把握するため,   2000年12 月に67 名の
聞き取り調査を実施した．

と評価から，以下のような問題点と課題が指摘で
ため，入浴行動は不便になる.
，台所の床面が濡れやすいこと
の仕上げが必要である．②部屋
ないが，半数以上が
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③ 収 納 空 間 が 計 画 さ れ て い な い た め
，

多 く の 居

や 箱 を も ら い
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そ れ を 収 納 用 に 利 用 す る
．

居 住 空 間 に 収 納 空

が必要である．共用生活空間について，①身体状況により階段を上ることがきつい居住者
は６割にのぼる．今後福徳平価住宅の高齢化に伴い，ｴﾚﾍﾞｰﾀの設置が重要である．②廊下
に多くの居住者が椅子を設置し，その椅子を利用し，近隣との交流をとっていることがわ
かった．今後の共用空間の計画において，身近なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ空間の必要性が指摘できる．

２ Hp-7 ショートステイ実施施設における利用者の施設環境に関する調査報告
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'[目的]高齢者を対象としたショートステイには、利用主体である要援護高齢者と、日常

の介護負担軽減のために利用する介護者、そしてサービスを提供する施設の三者が関わっ

ている。本研究は、ショートステイの利用主体である要援護高齢者の生活拠点は居宅であ

り、ショートステイは居宅介護の延長であるという観点に立って、ショートステイがどうあ

るべきかを考えようとするものである。そこで本報告では、ショートステイ実施施設のう
ち老人短期入所施設および在宅複合型施設を対象に、施設内におけるショートステイ利用

者の施設環境の実態を把握し、今後の課題を検討する。

[方法]全国の老人短期入所施設および在宅複合型施設全130 施設を対象に、施設平面図
を採取するとともに、施設空間や施設運用に関する郵送調査を実施した。調査時期は平成

12 年12 月～平成13 年１月である。

[結果]ショートステイ初回利用前に施設職員が利用者の自宅を訪ねる事前面接が実施さ
れている場合に、その面接結果が施設における利用居室の決定や、利用者各々に合った居

室内の環境作り、生活サイクル、ケア内容などに反映されている。また、ショートステイ

の利用をきっかけに、施設から居宅における介護者に対して、住宅改修や介護機器導入の
助言、居宅でのケア内容の指導が行われることがある。しかしこれらの実施状況は施設に

よ｡つて異なり、現状では居宅と施設間の介護方法や住空間に連続性がなく、落差が大きい

場合もあると思われる。ショートステイ実施施設においては、住空間整備や介護方法にお
ける居宅介護と施設介護のつながりを確立する必要があると考える。
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